
○模擬訓練を通じて、おかしいと
気づく目や声のかけ方、付き添い
方を体験し認知症の理解を深める 

 

○地域（町内会、老人会、民生委
員）、郵便局、介護保険事業所、
警察、行政（市、県）、社協、ボ
ランティア団体で模擬訓練を企画、
立案し実施 

 

→実施に至るプロセスが地
域を巻き込んだ連携に！ 

理解、支え、つながりのある地域に 
（小千谷市） 

模擬訓練は３部構成 

① 寸劇 

② 捜索体験 

③ 交流会 

認知症徘徊模擬訓練（毎年１地区） 



 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

① 市区町村名 小千谷市 

② 人口（※１） 38,544 人 （   621 人） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以

上それぞれについて

記載） 

65 歳以上 12.13% 

75 歳以上 15.83% 

（   13.37%） 

（   19.00%） 

① 取組の概要 〇地域住民、介護保険事業所、警察、金融機関、行政等で企画委員を構成する。 

〇企画会議を３回開催し、地域の現状共有、地域特性に合わせて徘徊模擬訓練の内容(寸

劇、本人の言動や徘徊経路等)を検討作成する。 

〇地域への事業周知を兼ね認知症講演会を開催する。 

〇徘徊模擬訓練は寸劇、捜索体験、全体会の３部構成で運営する。 

〇アンケート結果等により、徘徊ＳОＳネットワーク会議で評価を行う。 

⑤取組の特徴 

 

〇住民参加型  

住民の意見を反映させる企画会議、徘徊模擬訓練の寸劇や運営に地域住民が参加する 

〇寸劇、捜索体験、全体会の３部構成で、体験型事業とし３部構成全てが認知症への理

解を促進する内容に組み立てている。 

〇介護保険事業所は地域の実態を把握する機会ともなり連携強化につながる。 

⑥開始年度 平成 23 年度 

⑦取組のこれまでの

経緯 

 平成１６年の新潟県中越地震の３年後から、認知症の相談が急に増加し現在に至って

いる。認知症重点支援ケースの実態を訪問調査で把握した結果、徘徊のリスクがある者

が１７％であった。 

 地域を含めた見守り体制の構築、認知症患者が地域で暮らし続けるために地域の理解

や協力が課題となった。 

認知症への理解促進や関係者の連携を推進するために、平成２３年度から徘徊模擬訓

練を開始した。 

⑧主な利用者と人数 対象地域住民、介護保険事業所職員  Ｈ２３年度は５０人 

⑨取組の実施主体及

び関連する団体・組

織 

実施主体：小千谷市保健福祉課高齢福祉係 

関連組織：町内会、民生児童委員、老人クラブ、認知症高齢者見守隊ボランティア 

県保健所、警察、郵便局、社会福祉協議会、介護保険事業所 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

１８０，０００円 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

財政支援なし（保健所保健師が会議、当日の運営に参加） 

⑫取組の課題 効率的な全市への拡大 

⑬今後の取組予定 平成 24 年度 真人地区（農山間地） 

平成 25 年度 片貝地区（市街地） 

⑭その他  

⑮担当部署・連絡先 小千谷市保健福祉課高齢福祉係 電話０２５８－８３－４０６０ 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載ください。 

（新潟県） 



 

理解、支え、つながりの
ある地域に 

認知症徘徊模擬訓練 
 

小千谷市保健福祉課 



小千谷市の現状 H24.３.３１現在 

人口 ３８，５４４人 

６５歳以上 １０，７７７人（２８．０％） 
３．６人に独りが６５歳以上 

 

 

独り暮らし831世帯 高齢者世帯1065 

    要介護認定者２，０９７人 

    認定率19.5％ 
    認知症患者推計 1,130人 

 



  

こんなつぶやき・・経験ありませんか 

                        

 

 

 

 

     

お釣りをも
らってない 

こんなもの
買っていない 

乗ってきた自転車
が無い お店 

金融機関 

お金のおろし
方が分からな

い 

毎日来る 
食堂 

さっきの残りを出
せといって来る 

外をスリッパで
歩いている 

いつの間にか居
なくなった 



新たにあったらいいな・・・ 
小千谷市認知症患者実態調査結果より 

本人や家族が気持ちを語れ、 

楽しいと感じる気晴らし       
 

地域の方の見守り 
 

話し相手 
 

安否確認       ボランティアの訪問 



認知症徘徊模擬訓練 

 目的 

 ①徘徊は事故や脱水等本人の生命へ 

  の危険もあり、関係機関の連携や地域 

  の見守を推進する。 

 

 ②徘徊模擬訓練を通じて、おかしいと気付く 

  目や声のかけ方、付き添い方を体験し認知 

  症の理解を深める 



認知症徘徊模擬訓練 

 ３部構成 

 ① 寸劇 
 

 ② 捜索体験 
 

  ③ 交流会 

  

夫の所在不明に気付いた妻
が右往左往市ながら探す 

一息つきながら役者さん、捜索
者で楽しく意見交換 


